
水産・海洋研究発表会、発表内容の概要
①オリゴ糖と乳酸菌でウナギも腸活！？

浜名湖分場 研究員 山本高宏

オリゴ糖と乳酸菌でウナギの腸内環境を改善できる可能性があり、より健

康的に養殖することで生産効率が上がると考えられます。今回は、大学や企

業と共にウナギに対するオリゴ糖と乳酸菌の健康増進効果を検証したので、

その結果を紹介します。

②生産効率の改善は良い卵から‼～マス類の養殖における取組～

富士養鱒場 主任 冨山皓介

ニジマスをはじめとしたマス類養殖では、人の手で育てた親魚から卵を採

ってふ化させ、それを大きく育てますが、卵から稚魚に育つまでの歩留まり

の低さが生産効率を下げています。そこで親魚の育成からふ化に至る工程を

見直し、良質な卵を作ることで歩留まりの向上を実現しましたので紹介しま

す。

③見た目でわかる？カツオの品質～冷凍カツオの選別を科学する～
開発加工科 上席研究員 隈部千鶴

焼津漁港に水揚げされる冷凍カツオは、買受人の経験に基づく評価によ

り品質別に選別されています。本研究では、焼津漁港に水揚げされた冷凍カ

ツオの品質について化学的な分析を行い、買受人による選別を科学的に検証

しましたので紹介します。

④マサバはなぜ獲れなくなった？～黒潮との関係～

資源海洋科 研究員 市川 喬雅

静岡県周辺では、春季に産卵のために伊豆諸島海域に南下回遊してきた

マサバが漁獲されます。近年はマサバが不漁傾向にあり、その要因の一つと

して海の環境変化が考えられます。今回は、不漁の要因を探るため、マサバ

と海洋環境変化の関係について検討した結果について紹介します。

⑤ブダイはおいしい！～海中林復活に向けた藻食性魚類の利用促進の取組～

伊豆分場 主査 鈴木勇己

伊豆地域では磯焼けが深刻化しており、その要因の一つが「ブダイ」によ

る食害です。藻食性魚類であるブダイは、臭い、鮮度が低い等のイメージが

強く、漁業者による採捕やその後の利用が進まないことが課題となっていま

す。そこで、利用促進に向けた品質分析や利用方法の検討を行いましたので、

その内容を紹介します。

⑥海藻の成長を調べる～植物ホルモンの働き～

深層水科 上席研究員 今井基文

磯焼けで消失した沿岸域の藻場を回復させるために、海藻種苗の移植を行

っています。近年、初冬の海水温上昇によって、移植初期の種苗に生育不良

がみられるようになっています。そこで、移植する海藻種苗の育成を促進す

るため、植物ホルモンの効果を調べたので、その内容を紹介します。
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